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マダイの放流
　栽培漁業の推進の一環として、５月21日に管内南部の６カ所でマダイ稚魚を放流しました。
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マダイの放流

マダイの放流は、栽培漁業の一環として行われています。
自然界では、卵から稚魚の時期に死亡率が高いため、ある程度の大きさまで人の手で育て、自然界へ放流すれば、たくさん生き残るであろうというのが、栽培漁業です。
三重県におけるマダイ放流は、昭和54年から始まりました。放流開始当時は46,000尾と少ないですが、徐々に放流数を増加させてきました。平成８年度には尾鷲栽培漁業センター（写真）が稼働し、100万尾を放流するに至りました。
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マダイの放流方法

２月中旬、採卵すると翌日にはマダイの稚魚がふ化します。この稚魚を陸上水槽で約50日、海面生け簀で約30日育成すると、体長が約60mmの放流サイズになります。生け簀からマダイを輸送船へ移し替えて放流場所へ移動し、そこで放流されます。
移し替える際には、みずだも（写真）を利用します。普通のたもは水が抜けるようになっていますが、みずだもは水が抜けません。これにより魚は圧死やすれによる傷がなく、健康な身体のまま自然界へ放流されます。
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マダイとは

マダイは、身体は鮮やかな赤色で見栄えが良く、"めでタイ"と言われ縁起の良い魚とされており、おめでたい席には欠かせない魚です。姿、色だけでなく味ともに優れ、日本人に好まれている魚です。
水深30m～200mの岩礁や砂礫の海底近くに棲んでいます。この写真は、生まれて２ヶ月半の稚魚です。放流後、水深約10mの砂礫質の海底で小エビなどを食べ、成長しながら深いところへ移動していきます。　
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小さい魚は捕りません
三重県では、漁業者が主体となって「大きくなったらまた会おう運動」が実行されています。
魚は、小さいうちに捕ってしまっては、商品価値が少ないばかりでなく、どんどん数が減少していきます。そのため、ある程度の大きさまで捕らないと約束を作りました。それが「おおきくなったらまた会おう運動」です。マダイは体長が17cm以下だと自然界へ再放流し、大きくなるまで育ってもらいます。
